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　ダイ ズ栽培に お け るカ ル シ ウム 資材 の 施用 は、± 壌 の pH を調整お よ び i：壌 へ の

Ca供給 の 意味 を持つ 。 天 然石 膏 は米国 の有機農業法で Ca源と して の 使用が 許可 さ

れ て い る資材 で あ り （鯨 1993） 、 石膏の 施用 に よ り子 実の Ca含有量 が高 ま り子実

収 量 と も高 い相関を示 す （有原 ら 1999） 。 本実験で は 、石膏施用 の 履歴 の 違 い お

よび追加施用 がダイズ の 根系生 育、根粒着生 に どう影 響す るか につ い て検討 した。

また 、 培± の 必 要性 を検討す る 目的で 主茎 に テ
ー

プを巻 き不 定根発生 を抑制 した

処理 を行 い 、根 系生育、根粒着生 および収量 に及 ぼす影響につ いて も検討 した 。

有機質肥料 の 効 果 を検 討す るた めに 、牛糞堆肥 および緩効性肥 料が根系生育 と根

粒着生 に及 ぼす影 響につ いて 慣行栽培 区 と比較 して 検討 した 。

（材料 およ び方法）実験は 2002 年に 品種 エ ン レイを用 いて 実施 した 。実験 1 ：富

由市 内の 農家 圃場 にお い て 6 月 8 日に播種 した 。 播種 密度 は 4kg／10aで ある 。 1 回

目の 培± （7月 8 日） が終 了 した後、栽植畝 1m 内の す べ て の 株 を対 照 と して 、株元

に石 膏 を追加施 用 （30k9110a） した処理 区、子葉 の 位置 まで ビニ
ー

ルテ
ー

プを巻 い

た処理区お よび無処理 区 （対照 区）を設 けた 。 反復は 3 と した。 実験 2 ：金沢 大

学教育学部農場 に お い て 実施 した 。 緩効性肥 料 （新 ダイ ズ
ー

発） 区、牛糞堆肥 区 、

牛糞堆肥 ＋緩効 性肥料 区、慣行 区、慣行 区 （石膏施用区） にお ける根系 生育お よび

根粒着生 状態 につ い て調査 した 。いずれ の 試験区 も、畝 lm 、幅0．3m 、± 壌深 0．3m

内の 根系を採取 し、根 系お よ び根 粒の 調査 を行 っ た 。 反復は 3 で ある 。

（結果お よび考 察） ：石 膏 を5年以上 連続施用 （30kg／10a・年） した 圃場 で 栽培 し

たダイズ の 草 丈、主 茎長 は対 照区 よ り促 進された （第 1表 ）、また、子 葉の 位置ま

で テ
ー プを巻 き培土 土壌 中 に不 定根 を発生 さ せ な い 処理 を した 場合 、 草丈お よ び

痘茎長 は対照 区 よ り勝 っ て い た。 2002 年に石 膏無施用 区 の 草丈および 主茎 長は 、

石 膏連続施用 区 よ り勝 っ て い たが 、 これは石 膏の 連続 施用 に よ り土 壌 中の Ca含有

量 が高 くな っ て い る こ とが原 因 と考え られ た 。 しか し、石 膏施用 の 継続年数を考

慮 した施用 を考慮 し 、 ブレイ クす る年を挟む栽培体系を採用 する こ とで効 果 は よ

り顕 著 にな る と考 え られ る 。 石 膏施用 に よ り根粒数お よ び根 粒重 は 増加 した （第2

表） 。ま た 、テ
ープ巻 きで 不定根 の 発生 を抑 制 して も根粒 数 と根 粒重 の 増加 が 認

め られ たが（za3，　4表）、 石 膏無施用 区で はテ
ー

プ巻 きに よ る効 果は 認め られず対 照

区 と同 じで あ っ た 。石 膏施用 に よ り根粒着生 が増加 し根粒サ イ ズ も大 き くな る こ

とが 確認 され た 。 牛 糞堆肥 の 施用 に よ り、 不定根重お よ び総根重が 増加 し 、 根粒

数お よび根粒 の サ イズ も増大 した （第5表）。よ っ て 、堆 肥の 使用を前提 に しなが

ら石 膏 を施用す る こ とで ダイズ の 根系生 育が安定する こ とが示唆され た ，
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第 1表 石膏施用 の 履歴が異な る圃場で栽培 したダイズ の 地 上 部生育

　 処 理 区

　 　 A

　 　 B
　 　 CLSD

（く0．05）

草丈U’th ）　主茎 長（瀞 〕主茎 節数

　　 　 　43．9± 1．27　10．8± O．44
　　 　 　 55± 1．44　　11．8± O．33
　　 　 　42．2二t1 ．31　10．8± 0、44
　 　 　 　 　 5．26　　 　　 ns

　 葉 数

26± 2．431
± 3．8820
、6± 1、99

　 ns

さや 数　　分枝数　分 枝節数＿＿＿墓菫一

92．9圭 0．80
102．3士 1．43
83、8± 1．71
　 4．7

50± 6，27　　4，2± 0．52
72．8± 7．63　4．6± 0，ア8
46．4± 4．20　　3± 0．28
　 ns　　　　　　 ns

20，2± 2，16
24．2：辷3．85
13．6± 1．46
　 n5

11．67± 1．44　15．41± 1．88
20．03± 2．47　25．12± 2．49
10．05 ：辷1．21　14．85± 1．52
　 682 　　　　 7．43

平 均 値± 標準 誤差（n＝5）

播種 日 ；2002年6月 8日、調査 日 ：8月31 日 、 品種 ；エ ン レイ

A ； 5年以上 の 石膏施用 （30kg！lOa・年）

C　石膏無施用

B ；A と同様 で あるが2002 年は無施用 、

第2表　石膏施用 の履歴が根系生育 と根粒 の 着生に及 ぼす影響

処 理 区 根 粒 数 根粒重（
‘s＞ 不 定根 重将 、主根 重（　

‘
S 総 根 重（）

ABC 101．4．4± 11．35
　 139± 9．39
　 77．8± 2．880

．21± 0．02
0，60± 0．06
0，32 ：辷O、Ol
　 O．13

1．03± 0．12
091 ± 0．14
0．69± 0、08
　 024

3．59± 0．34　4．62± 0．59
3．74± 0，19　4．66：ヒ0．37
3，07± 0，30　3．76± 0．49

第3表　A 栽培区に お け る 石膏 の 追加施 用、主茎 の テ
ープ巻き処理 が

　　　　 根系生育および根粒著 生 に 及 ぼす影響

処理 区 根粒 数 根粒重 ca）不 定根 重
t

）主 根重（3　 総根重‘3
　 Gontrol

加 Gypsum

テ
ープ巻き

LSD （〈0．05）

101．4± 11．35
177．4 ± 17．02
168β± 22．24
　 48．56

0．21 ± 0．02
0，50±0，05
0．71 ：辷0．07
　 0，17

1．03 ± 0．12
0．88± 0．08
0フ 1d：0．15
　 　 ns

3，59± 0．34　 4．62 ：ヒ0．45
3、18± 0．3i　 4．06± 0．37
3，35± 0．34　 4．07 ゴヒO．46
　 ns 　　　　　　　　ns

平 均値± 標準誤差 （n＝5）

第4表　2002年石 膏無施用 区 （ブ レ イ ク区） に おける 各処理が、根系生育と

　　　　 根粒着生に及ぼす影響

処 理 区 根 粒数 根 粒 重（t〕不 定 根 重碍 ）主 根重碍 総根 重（）

　 control

加Gypsum
テ
ープ巻 き

LSD（ 〈0．05）

宦39± 12．12
i83±23、11
231．6± 16，41
　 49．34

0．60± 0．08
0．60±0．05
1．03 ± 0．08
　 0．16

0．91± 0，18
0．96± 0．13
0，80± 0．12
　 ns

3．74：tO ．24　4，66± 0．37
4．41± 0．42　5，37± 0．52
4．06± 0，32　4B6 ± 0．42
　 ns　　　　　　　　 ns

平均値 ± 標準 誤差 （n ＝ 5）

第 5−H表 堆 肥、緩 効性 肥料の 施用 がが ダイズ根の 生 育に 及ぼす 影響

処 理

　 　 A

　 　 B
　 　 C

　 　 ELSD
（く0．05）

主根 乾重 （g）／株　不定 根乾 重 （g）／株 　総 根乾 重（）／株
4，3フ± 0．52
6．99± 1．25
5．19 ：辷0．B2
3、78：辷0．6，

　 ns

1．86± 0．19
2．00± 0，27
1．16：ヒ0．45
1．16：ヒ0．35
　 0．75

6．23±0．59
8，99± 1、50
6．80± 1、22
4．95±0．96
　 2．98

平 均値± 標準 誤差（n＝5）
播種 日 ：2002年 6月 7日

調 査 ：2002 年 II月28日

品 種：エ ン レイ
A ：牛 糞堆肥 十 緩効性肥 料十 BBO56
B ：牛 糞 堆肥 十BBO56
C ：緩効性肥 料 十 BBO56
D ：BBO56 ＋Gypsum
E ：BBO56

第5−G 表 Gypusum （石膏 ）の 施用 ががダ イズ根 の 生 育 に 及 ぼす影響

処 理 主根 乾 重（g）／株 不 定根乾重（g）／株 総根乾 重（g）／株
　 D
　 Et
検 定

5、34 ± 1．09
3、78士 0．61
　 ★

1、84± 0．44
1．16± O、35
　 ★

7，17± 1．51
4，95 ：辷0．96
　 ★

本研究 の
一部は、

　　　　　　　　　平 均値± 標 準誤 差（n＝5）
　　　　　　　　　☆ ぱ5％水準 で 有意 差が あることを示 す
　 　 　　 　 　　 　　播種 日 ：2002 年6月7 日

　　　　　　　　　調査 ：2002年11月28日

　 　 　　 　 　　 　　晶種 ：エ ン レイ

　 　 　　 　 　　 　　D：BBO56 ＋Gyps 凵 m

　 　 　 　 　 　 　 　 　 E：BBO56

文部科学省 Hl4年度科 学研究費 （課題番号 13460007） に よ り実施 した．
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